
荒天時等における臨時休業について 

（判断，職員連絡，生徒・保護者周知等） 

  令和２年 ４月１日 

宮城県岩出山高等学校 

１ 校長は，教頭及び主幹教諭からの情報をもとに，当日の午前６時に判断することを原則

とする。 

２ 校長は，教頭及び事務室長に連絡する。 

   ※高校教育課（ko-renraku@pref.miyagi.lg.jp）に臨時休業等の連絡を入れる。 

３ 教頭・事務室長は，職員に連絡する。 

   ※①職員は，事前に緊急連絡網を確認すること。 

４ 教頭（主幹教諭）はｅ-メッセージを送信する。 

   ※朝は午前６時０５分を送信時間の目安とする。 

５ 担任は，生徒（ｅメッセージの登録をしていない生徒）に連絡する。 

   ※①担任は，事前にｅメッセージの未登録生徒を確認しておくこと。 

    ②連絡完了は，午前６時３０分を目安とする。 

６ 教職員は安全に留意して出勤し，生徒・保護者からの連絡に対応する。 

   ※午前７時３０分を対応開始時間の目安とする。 

７ 校長，教頭もしくは事務室長は，出校後，県教委高校教育課管理運営班に臨時休業の報

告をする。 

８ 生徒は，上記４～６の情報や連絡手段がとれない場合，登校の判断は生徒自身が行い，

登校する際は十分に安全を確保した上で，また，帰りの手段も考えた上で登校する。 

９ 公共交通機関が不通の場合は，公認欠席とする。 

10 午前中に臨時休業の予測・判断ができる場合は， 

① 帰りのＳＨＲで生徒に知らせ，保護者に文書及びｅ-メッセージで通知する。 

② 放課後に臨時休業を決定した場合は，ｅ-メッセージ及び電話で連絡する。 

③ 管理運営班に報告し，報道機関から情報を流してもらう。 

 

※ 職員は，電話番号を変更した場合，直ちに教頭・主幹及び緊急連絡網の直前の職員に知らせ

ておくこと。 
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